交野市　条例適用申請に対する処分個票
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担当部署:　教育委員会 生涯学習推進部 青少年育成課　
	処分の概要
	入会の許可

	例規名
根拠条項
	交野市放課後児童会条例　第6条

	例規番号
	平成16年条例第28号

	【根拠条文】
(入会の申請及び許可)
第6条　児童を入会させようとする保護者は、規則で定めるところにより、市長に入会の申請を行い、その許可を受けなければならない。

【基準】
第5条、第7条、交野市放課後児童会条例施行規則第3条及び第7条の規定による。
(入会資格)
第5条　児童会に入会できる児童は、次の各号のいずれにも該当する者とする。
(1)　市内に居住し、かつ、住民基本台帳法(昭和42年法律第81号)に基づき本市の住民基本台帳に記録されている児童
(2)　学校教育法(昭和22年法律第26号)第1条に規定する小学校に就学する児童又は特別支援学校小学部に就学する児童
(3)　保護者が、規則で定める事由のいずれかに該当することにより、保護者の保護を受けられないと認められる児童
2　前項の規定にかかわらず、市長が特に必要と認める者は、児童会に入会することができる。
(入会の不許可等)
第7条　市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、入会を許可せず、又は出席を停止し、若しくは許可を取り消すことができる。
(1)　児童が、第5条に規定する入会資格を有しないとき、又は喪失したとき。
(2)　保護者が、会費又は延長使用料を滞納したとき。
(3)　その他児童会の運営上支障があると認められるとき。

(入会資格)
第3条　条例第5条第1項第3号に規定する事由とは、次に掲げるものとする。
(1)　居宅外で月のうち14日以上労働し、その状態が3月以上継続すること、かつ、入会児童が第1学年の場合は午後2時まで、第2学年から第6学年である場合は午後3時まで労働していること。
(2)　居宅内で月のうち14日以上児童と離れて日常の家事以外の労働をし、前号と同様の期間及び時間において労働していること。
(3)　産前産後の状態であること。
(4)　疾病にかかり、若しくは負傷し、又は障がいを有していること。
(5)　長期にわたり疾病にかかった状態にある者又は障がいを有する者を常時介護していること。
(6)　教育委員会が認める前各号に類する状態であること。
(定員)
第7条　児童会の定員は、別表第1のとおりとする。
2　教育委員会は、入会申請の状況により、前項の規定にかかわらず、臨時的に定員を定めることができる。
3　教育委員会は、前2項の定員にかかわらず、保護者が第3条第3号から第5号までのいずれかに該当したときは、入会を許可することができる。



	標準処理期間
	5日(但し、1月中に実施する次年度入会申請については、標準処理期間を30日とする。)

	備考
	

	


	設定年月日
	平成24年6月30日
	最終変更年月日
	令和3年11月25日
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